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開催日時：平成 24 年 12 月 8 日（土曜日）13:00～16:30 
場  所：白山第二キャンパス B-111 教室 
対  象：大学生、教員、教育関係者、一般など 
参 加 者：99 名（学生 68 名、一般 26 名、教員・講演者 5 名） 
参 加 費：無料 



















より広報を行なった。シンポジウム当日は、本学学生 68 名、一般 25 名（産業界関係者、他大学
教員、一般）など、合計 99 名が参加した。 
シンポジウムでは、食育の専門家である幕内秀夫氏（フーズアンドヘルス研究所・代表）、社会
科教育の専門家である寺本潔氏（玉川大学教育学部・教授）による講演と、これまでの内容を総






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・迫田健太郎氏（社会福祉法人あすみ福祉会常務理事、茶々すずや保育園園長）、2010 年 12 月、
第 3 回シンポジウム 
「子どもは育てるのではなく育つもの、その環境を提供するのに旅育は有効」 
・岡田美奈子氏（財団法人日本交通公社観光文化事業部）、2010 年 12 月、第 3 回シンポジウム、




・沢登次彦 氏（㈱リクル－ト 旅行ディビジョン じゃらんリサーチセンター センター長）、2011










・島川崇氏（東洋大学国際地域学部准教授）、2011 年 12 月、第 4 回シンポジウム 
「家族旅行や旅育は、（効果がある半面）普段十分な愛情を子どもに注がない親の愛情欠如の
言い訳として利用される危険性もあるのではないか」 
・松園俊志氏（東洋大学国際地域学部教授）、2010 年 12 月、第 3 回シンポジウム及び、2011 年








































地域学部、2012 年 3 月、pp103~114 
「旅育シンポジウム報告」東洋大学地域活性化研究所所報 NO.6（2009 年 3 月）pp26~30、同
NO.7（2010 年 3 月）pp23~27、同 NO.8（2010 年 3 月）pp31~36、同 NO.9（2011 年 3 月）pp34~38 
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